
驚親驚騒 No.985 

計50,637（一34）世帯18,520 (+16) 

人口と世帯 

 

9 月30日現在（）内は前回比、男23,969 (-28）女26,668(-6) 

エ
ル
ム
大
橋
と
 

五
所
川
原
温
泉
ホ
テ
ル
前
●
 

九
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
五
所
川
原
支
部
（
境
谷
定

雄
支
部
長
）
と
五
所
川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
（
宮
崎
妙
子
会
長
）
は
、
 

エ
ル
ム
大
橋
で
、
た
い
ま
つ
を
か
ざ
し
た
街
頭
指
導
を
行
い
買
い
物
客
や

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
夜
間
の
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
支
部
会
員
や
母
の
会
会
員

は
橋
の
上
で
た
い
ま
つ
を
掲
げ
「
待
つ
ゆ
と
り
ゆ
ず
る
気
持
が
防
ぐ
事
故
」
 

と
書
か
れ
た
大
行
灯
を
灯
し
な
が
ら
事
故
防
止
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
二
十
五
日
に
は
松
島
町
八
丁
目
婦
人
部
（
山
本
典
子
部
長
）
と

中
央
小
学
校
P
T
A
生
活
指
導
部
会
（
毛
利
育
子
部
会
長
）
に
よ
る
交
通

安
全
マ
ス
コ
ツ
ト
人
形
の
配
布
が
五
所
川
原
温
泉
ホ
テ
ル
前
で
行
わ
れ
、
 

同
小
学
校
児
童
ら
が
通
行
中
の
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
元
気
な
声
を
か
け
ら
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
安
全
運
転
に
努

め
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
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藻
川
小
学
校
は
、
昭
和
二
十
六
年

に
三
好
小
学
校
が
鶴
ケ
岡
、
藻
川
と

二
分
し
た
と
き
に
歴
史
は
始
ま
り
ま

す
が
、
古
く
は
明
治
九
年
鶴
ケ
岡
、
 

藻
川
両
村
連
合
に
よ
り
鶴
ケ
岡
小
学

校
と
し
て
創
立
し
、昭
和
二
十
一
一
年
、
 

六
・
三
制
の
学
制
改
革
に
伴
い
三
好

小
学
校
と
校
名
を
改
め
た
歴
史
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
 

分
離
独
立
し
た
昭
和
二
十
六
年
は
、
 

六
学
級
、
教
職
員
七
人
、
児
童
二
百

十
九
人
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
児
童

数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
昭
和
二
十
七
年

頃
は
、
三
百
人
を
ゆ
う
に
超
え
て
い

ま
し
た
。
 

当
時
は
、
水
難
事
故
が
相
次
い
だ

の
で
昭
和
四
十
四
年
、
学
区
民
の
手

に
よ
っ
て
プ
ー
ル
を
建
設
し
ま
し
た
。
 

プ
ー
ル
が
完
成
し
て
か
ら
は
学
校

総
ぐ
る
み
で
水
泳
を
中
心
と
し
た
体

力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
昭

和
五
十
年
に
学
童
水
泳
優
良
校
と
し

て
日
本
水
泳
連
盟
よ
り
全
国
表
彰
の

栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。
 

伝
統
文
化
と
して
各
地
区
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
ます
が
、
今
回
は
授
業
の
一

環
と
し
て
文
化
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
藻
川
小
学
校
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

藻
川
小
学
校
は
、今
年
五
十
周
年
を
迎
え
七月
七
日
に
記
念
式
典
を行
い
ま
し
た
。
 

現
在
、
児
童
六
十
名
、
教
職
員
十
二
名
。
「さ
わ
や
か
な
心
とす
こ
や
か
な
体
で

が
ん
ば
る
」
藻
川
っ
子
の
育
成
に
向
けて
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
にお
い
て
子
ど
も

一
人
ひと
り
が
い
き
い
き
輝く
魅
力
あ
る
学
校
教
育
を推
進
し
て
い
ま
す
。
 

 

藻
川
獅

子
舞
へ
の
取

り
組

み
 

 

学
校
の
藻
川
獅
子
舞
へ
の
取
り
組
み
は
、平
成
九
年
に
卒
業
記
念
と
して
版
画
の

題
材
に
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。当
時
の
六
年
生
は
、獅
子
舞
を
調
べ
て
い
る
う

ち
に
昔
は
、
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
や
頭
衣
装
が
残
って
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
力
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

の
踊
り
を
全
部
知
る
人
が
いな
く
昔
の
藻
川
の
獅
子
踊
り
に
似
て
い
る
と
さ
れ
る
漆

川
獅
子
踊
保
存
会
の
人
に伝
授
し
て
も
ら
い
練
習
し
ま
し
た
。
 

今
年
度
か
ら
、
総
合
的
学
習
の
一
環
と
し
て
三
年
生
以
上の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
希
望す
る
パ
ー
ト
の
役
割
を
学
ん
で
い
ます
。
 



	 ユ兄・岩木川n日 
1ぐー 	プ月75.~・で 

各種イベントに参加する「一六会」のメンバー  

～藻川獅子舞について～  
当初は、明治の中期に木造町出野里の獅子舞よ

り伝授されたものでしたが、踊られた期間は短く
その後全く消え去ってしまった。  

験 

郷
土
芸
能
 

 

   

 

を
学
校
の
授

業
で
学
ん
で
 そ

れ
ぞ
れ
に

練
習
す
る
子
ど

も
た
ち
 

六
年
の
一
戸
慶
太
君
は
、四
年
生
か

ら
横
笛
を
習
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
九

月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
「岩
木
川
の
日
」
 

に
藻
川
一
六
（
いち
ろ
く
）
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
先
輩
た
ち
に
混
じ
っ
て
出

演
し
ま
し
た
。
 二
戸
君
は
、
「少
し
緊

張
し
た
が
や
り
が
い
が
あ
り
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

横
笛
を
二
年
生
か
ら
や
っ
て
い
る
五

年
高
橋
佳
介
君
は
、
自
ら
が
講
師
に
な

っ
て
後
輩
た
ち
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
 

習
う
笛
の
種
類
は
六
種
類
、
四
十
五
節

も
あ
り
ま
す
。
 

担
任
の
新
井
先
生
は
、
「横
笛
を
鳴

ら
す
の
が
大
人
よ
り
早
く
覚
え
ま
す
」
 

と
目
を
細
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

P
T
A
の
佐
藤
隆
さ
ん
が
土
曜
日
に

笛
を
教
え
に
来
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
 

手
振
り
鉦
は
と
い
う
と
十
三
人
で
ー
ー
 

チ
ー
ム
に
分
か
れ
早
く
覚
え
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

人
数
分
の
手
振
り
鉦
が
無
い
とき
は

灰
皿
で
代
用
し
た
り
、
手
で
何
か
を
た

た
い
て
リ
ズ
ム
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

太
鼓
の
組
は
九人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
持
ち
場
を
練
習
し
、
十
月
二
十
日

の
学
習
発
表
会
に
備
え
て
い
ま
す
。
 

主
役
の
獅
子
舞
は
、
女
獅
子
、
男
獅

子
、
お
が
し
こ
に
分
か
れ
厳
し
い
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
した
。
 

P
T
A
の
一
戸
広
市
さ
ん
は
、
踊
り

の
ン
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
な
が
ら

自
分
で
考
え
て
や
ら
せ
る
方
式
を
と
っ

て
い
ま
す
。
 

一
戸
さ
ん
に
よ
る
と
「
私
が
上
級
生

に
教
え
そ
れ
を
見
て
い
る
下
級
生
が
学
 
 ぶ

。
時
に
は
厳
し
く
叱
っ
た
り
し
て
い

ま
す
が
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
を
は
ね
の

け
る
よ
う
に
学
ん
で
い
ま
すね
」
と
話

し
、
さ
ら
に
「
最
初
に
教
え
た
子
ど
も

た
ち
は
、
今
は
も
う
高
校
二
年
で
す
。
 

一
六会
と
い
う
獅
子
踊
り
の
会
を
作

っ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し

て
い
る
が
こ
の
子
ど
も
ら
も
会
に
参
加

し
て
藻
川
の
獅
子
舞
を
も
っと
ア
ピ
ー
 

ル
し
て
く
れ
た
ら
」
と
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
した
。
 

徳
田
千
鶴
子
校
長
は
、
「先
輩
が
残

し
た
卒
業
記
念
『藻
川
獅
子
舞
』
を
本

校
の
財
産
と
し
て
後
輩
た
ち
が
受
け
継

ぎ
、
今
年
度
は
総
合
的
な
学
習
と
し
て

全
校
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

幸
い
『
一
六会
』
と
い
う
保
存
会
も

あ
り
、
 二
P
さ
ん
が
地
域
の
先
生
と
し

て
指
導
し
て
く
れ
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
課
題

を
見
つ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
い
き
い
き
学
ん
で
い
ま
す
。
学
習
発

表
会
で
の
発
表
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
が
伝
統
芸
能
を受
け
継

ぎ
、
上
級
生
か
ら
下
級
生
に
受
け
継
い

で
ゆ
く
そ
ん
な
藻
川
っ
子
に
拍
手
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成 12年度公文書開示請求 

平成12年度は、上表のとおり 1件の開示請求があり
ました。開示請求の内容は、市議会会議録でした。 

実施

機関 

開
請
件
 
示

求
数
 

処 理 状 況 異
申
立
 
議
し
て
 

開示 一部開示 非開示 

議会 1件 1件 0 件 0 件 0 件 

計 1件 1件 0 件 0件 0 件 

り
ま
す
。
 

意見発表するパネリストたち 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

高
額
寄

付
者
に
 

市
か
ら

感
謝
状
贈
呈
 

  

 

、
お
知
ら
せ
し
ま
す
5
 

平
成
十
二
年
度
 

情
報
公
開
条
例
の
 

運
用
状
況
 

本
市
の
夏
ま
つ
り
に
参
加
し
た
若
者
に
明
日
の
立
侵
武
多
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
「
煙

（
き
ら）
め
V
立
侵
武
多
応
援
隊
2
1フ
ォ
 

ー
ラ
ム
」
が
中
央
公
民館
で
九
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「よ
み
が
え
る
感
動
、
ほ
と
ば
し
る
若
さ

に
ロ
マ
ン
の
祭
り
、
立
侵
武
多
が
映
え
る
我
が
ふ
る
さ
と
」
を
テ
 

ー
マ
で
行
わ
れ
、昨
年
の
高
校
生サ
ミ
ッ
ト
に
続
き
二
回
目
に
な
 

今
年
は
、
 

パ
ネ
リ
ス
 

ト
に
高
校
生
 

の
ほ
か
小
中
学
 

生
も
加
わ
り
立
侵
武
多
に
対
す
 

る
意
見
、
提
言
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
中
央
小
学

校
六
年
宮
崎
裕
也
君
が
、
「立
侵
武
多
は
他
の
 

ど
ん
な
ま
つ
り
よ
り
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
きな
ま
 

つ
り
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
作
り
 J
 

あ
げ
て
い
く
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
、
 

第
四
中
学
校
三
年
中
谷
大
樹
君
は
、
「参
加
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と衣
装
の

統
一
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
高
校
の

三
年
福
士
亜
沙
見
さ
ん
と
五
商
高
校
の
三
年
松
下
瑠利
子
さ
ん
ら
は
自

分
た
ち
が
ア
レ
ン
ジ
し
た
踊
り
を
運
行
コ
ー
ス
で
披
露
し
て
拍
手
を
も

ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
 一
方
、
助
言
者
の
成
田
市
長
は
、
 

「皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い

ま
つ
り
に
な
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
来
年
の
運

行
に
反
映
した
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
度
市
に
対
し
、
高
額
（
十
万
円

以
上
の
金
品
）
の寄
付
を
さ
れ
た
個
人
、
 

団
体
を
対
象
に
し
た
感
謝
状
の
贈
呈
式

が
十
月
一
日
、
藤
吉
郎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
、教
育
の
振
興
、
 

美
術
館
建
設
や
立
侵
武
多
運
行
、
立
侯

武
多
の
館
建
設
な
ど
他
方
面
に
わ
た
り

寄
付
を
さ
れ
た
七
十
三
団
体
、
八
個
人

の
皆
様
で
す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が
「
皆
様
か
ら

の
ご
芳
志
に
深
く
感
謝
し
、
そ
の
ご
意

志
が
十
分
い
か
さ
れ
る
よ
う
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
寄
付
者

に
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

当
市
の
「
情
報
公
開
制
度
」
は
、
公

正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
請
求
に
基
づ
い
て
、
市

が
持
っ
て
い
る
行
政
情
報
（
公
文
書
）
 

を
広
く
公
開
・
提
供す
る
も
の
で
す
。
 

市
で
は
毎
年
、
制
度
の
運
用
状
況
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
 

◇
開
示
請
求
の
手
続
き
 

お
問
い
合
わ
せ
◇

情
報
公
開
制度
の
総
合
窓
ロ
は
総
務

課
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

総
務
課
 
内
線
4
0
3
 

偏ミ豪雇早丁を寄脚した木キ寸和子さん（羅 

一言扇鵬轡 
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（
米寿
》
 
百
中
昌
灸
 

竹
谷
 

畑
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中
谷

九
十
七
歳

長
尾

渋

谷

林
 

九
十
六
歳

津
 
川

福
 
士

杏

藤

十
五
歳

笠
 井

赤
 
石

小
田
桐

外
崎

野
 
呂

今
 

ヒ亀モフ政たえ み光さ ふサ甘賢くト 
テ作トミ吉きこ つ男よ ぢワコ 造にミ 

三福平工長三三 山三山 堀小曾 青笠斉

浦士山藤沼上橋 口上内 内坂津 山原藤 

九
十
八
歳
 

新
井
 
ト
 
ミ
・
 

新入会員を募集します！ 歎五所川原市シルバー人材センター 
公（3 4) 8844 五所川原市字岩木町12番地 

シルバー人材センターは、就職は望まないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健康で

働く意欲のある高齢者の願いに応えるためのシステムで、地域の発展に寄与することを目的として運営

されている公共的・公益的な団体で、法律により都道府県知事の指定を受けています。 

大事な庭木などの雪囲いの 

一一ー． ‘ ...一．一 ．. 	 準備をしていますか！ 
⑥会員はこんな仕事をしています。 

刃物研ぎ（舞ハ纂）引受け 
“高齢者の豊かな経験と能力”を活用＜ださい。 

Hに 

●草刈り、除草 
●清掃

心ゆ奏斗P ・薬剤散布 
●配送 
●除排雪 

房勲 
―般作業分野 サービス分野 

●病人者介護 
●高齢者介護 
●家事全般など 

管理分野 

●建物管理 
●駐車場管理 
●守衛など 

事務分野 
●宛名書き 
●賞状書き 
●書類伝票整理など 

技能職分野 
●大工 
●襖・障子貼り 
●植木勇定など 

専門技術分野 

●自動車運転など 

九
月
二
十
二
日
、第
三
十
八
回
五
所
川
原
市
老
人福
祉
大
会
が
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
九
十
五
歳
以
上
の三
十
六
名
と
八
十
八
歳
で
米
寿
を
迎
え
た
百
十
三
人
の
お

年
寄
り
に
対
し
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
高
揚
を
促
す
目
的
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
成
田
市
長
は
「ま
す
ま
す
元
気
に
して
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
一
人
ひ
とり
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
をか
け
な
が
ら
顕
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
お
祝
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
部
の手
踊
り
が

披
露
さ
れ
会
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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九
十
五
歳
以
上
の長
寿
者

（
敬称
略
）
 

亘
ハ
歳
 

横
嶋
 
な
を
 

百
二
歳
 

横
嶋
 
イ
セ
（
十
月
二
日
逝
去
）
 

百
 
歳
 

青
山
 

サ
 
ョ
・
野

村
 
ト
 
シ
 

シルバー人材センターからのお知らせ 
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今
年
で
百
六
歳
にな
っ
た
横
嶋
な
を

さ
ん
は
、
県
内
長
寿
者
第
三
位
に
な
り

ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て

県
内
一
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
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回 
“No ！ごみの不法投棄” 

拾う人の気持ちを考えたことがありますか？ 
環境対策課 内線231・233 

■不法投棄現場のその後 

これまで県道26号（通称あすなろライン）のごみ不法

投棄について飯詰地区住民協議会の皆さんのご協力によ

る清掃活動等をお伝えして参りました。多くの方々の時

間と労力によりきれいに清掃された場所に、不法投棄防

止の看板やロープを張り自然の姿を取り戻す計画でした。 

しかし、この度残念なことに、再度または新たな不法

投棄が現場周辺で確認されました。ボランティア清掃に

参加した方々の意志を無視した悪質さに、行政としても

一層の対策を検討していきます。 

■皆さんへのメッセージ 

こういったごみの不法投棄は今、全国的な問題となっています。原因として考えられるのが使

い捨て商品や、次々と出る新製品への買い換えが多くなったことに伴う増加。また、中には分別

が難しい製品があることから、処分に困り不法投棄するといった状況を生んでしまったのではな

いでしょうか。 

この状況を回避するには行政だけでなく、市民の皆さん一人ひとりの環境に対する意識の向上

が求められています。商品を購入する時は、分別のしやすい物やごみが出ない物の購入を心がけ

てほしいと思います。また、市民全体でごみ問題に関心を持ち、ごみの不法投棄を絶対に許さな

いような環境をつくることも大切です。ごみを不法投棄することはいかなる理由があったとして

も許されることではありません。 

～弘南バス労働組合の皆さんがボランティア清掃を実施～一証加編右喜。 

10月1日、旧十川沿い（約2.5km）においてボランティア

清掃が弘南バス労働組合の皆さん約50人によって行われま

した。当日、雨にもかかわらず参加者は、ごみを拾いながら 

諾薫嘉熱I議i」 	 4 枚のポイ捨て防止を呼び掛ける看板を設置しました。集め 

嘉灘rtaa. fllC(VI 	 られたごみの量は、軽トラック約1台分で、その多くは空き 

缶やペットボトルで中にはテレビ等も見うけられました。 

こうしたポイ捨てと呼ばれるごみも立派な不法投棄です。 

捨てられた物の大きさに関係なく許されるものではありません。 

また、設置した看板は市に寄贈されました。 

弘南バス労働組合 青年女性協議会議長 赤間義典さんの感想―-' 

「私たちの仕事は沿線の市町村住民のご協力が欠かせません。日頃からお世

話になっている市町村住民の方に対して労働組合として又、一個人として何

か恩返しできないかと考え、今回のボランティア清掃を実施させて頂きました。 

空き缶や弁当の空容器がいたる所に散乱しており、回収に苦労しましたが

同時に達成感もあり、とても有意義な時間でした。これからも地域に役立つ 

活動を展開していきたいと思います」 
	 ノ 

こうした清掃活動がもっと広がり、一人ひとりが率先して行動するようになれば街はきれいにな

るのではないのでしょうか。市ではボランティア清掃等を実施してくださる方に対し、デレキの

貸し出しとごみ袋の提供をしています。ご希望の方は環境対策課までご連絡ください。 
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『みんなのギャラリー』展示紹介 

K10月16日（火）-28日（日）まで 

中央公民館 2階ギャラリー 

⑥『江戸浮世絵展パートn』 

市内在住、安田さん所有の江戸時代に作られ 

た浮世絵の展示会 

※「みんなのギャラリー」展示希望の方は、お 

気軽に中央公民館にご連絡ください。 

子ども放送局からのお知らせ 

今回の子ども放送局では、チャレンジ教室 

「音を科学する！身近なモノで楽器をつくっち

ゃえ！」を放送し、実際に自分でカンタンな楽

器をつくり、いろんな音をつくりだし音の性質

に迫ります。興味のある子どもたちは、どんど

ん参加してみましょう。 

●io月27日（土） 

13時～16時頃まで 

中央公民館（1階ロビー） 

◇持って来る物 

ペットボトル（2つ）か空き缶を持参ください。 

◇対象者 小学生 

家族で映画を楽しむ会～10月 

10月は、16ミリアニメ映画 2本。シカゴ国際

児童映画祭受賞作で、鬼の子と人間の子どもの

あたたかい友情を描いた作品と、家族いっしょ

に楽しめるアニメ寄席～善光寺参りにより極楽

へ行く人ばかりで地獄は閑古鳥、そこで閣魔大

王のとった策は～と恒例の『日本昔ばなし』を

お楽しみください。 

●io月27日（土） 10時～11時30分 

中央公民館2階 視聴覚室 

◇題名 『鬼の子とゆきうさぎ』、『アニメ落語 

館』、『日本昔ばなし』より「三枚のお札」、 

「そこつ惣兵衛」、「分福茶釜」、「湖の怪魚」ほ 

か。 

◇会費 無料 

第41回市民総合文化祭 
（主催）五所川原市文化振興会議 

今年で41回目を迎える「市民総合文化祭」に

おいでください。ステージ発表や作品展示会が

ございます。各種団体の熱演・秀作を堪能して

ください。 

●ii月 2日（金）-4日（日） 

中央公民館 

※詳しい日程は、中央公民館広報「ひろば」11 
月1日号を「市広報」へ折り込みますので、 

ご覧ください。 

五所川原消防署館内 9月の火災、救急、救助出動件数（単位‘件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成13年 5 26 86 890 2 25 
平成12年 2 25 81 835 2 24 
比 	較 3 1 5 55 0 1 
平成13年度統一標語 

たしかめて。火を消してから 次のこと 

問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部費35-2019（内線23) 

消
防
署
か
ら

の
お
知
ら

せ
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会

公
（
3
8)
1
5
1
5
 

西
北
五
民

俗
芸
能
 

災
害
発
生
時
に
は
、
1
1
9
番
（
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
て
お
り
緊
急
時
の
通
報
が
受
信
さ
れ

な
い
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
 

緊
急
時
以
外
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

◇
1
1
9
番
は
火
事
、
救
助
、
救
急
の

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
 

◇
火
災
の
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、
。
 

（
躍）
2
3
2
3
番
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。
 

◇
病
院
紹
介
は
か
（
躍
）
4
9
9
9
番

で
紹
介
し
ま
す
。
 

火災・救急出動概況 

中央公民館からのお知らせ 公(3 5) 6 0 5 6 

民
謡
、
獅
子
踊
り
、
登
山
唯
子
等
、
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
発
表
会
で

す
。
秋
の
一
日
を
民
俗
芸
能
で
賑
や
か

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
1
8日
困
 
1
3時
5
 

オ
ル
テ
、
イ
ンア
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
出
場
者
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
ム
査
団
体
 

特
別
ゲ
ス
ト
 

県
民
謡
王
座
獲
得
者
 
小
山
内忠
勝
氏
 

三
味
線
名
手
 
船
津
 
健
氏
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図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

図
書

館
 
公
（

3
4)
4
3
3
4
 

F
A
X
(3
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3
2
5

6
 

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
と
い
う
方
の
た
め

に
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

免
除
の
申
請
を
し
、
審
査

（
世帯
の

所
得
状
況
等
）
の
結
果
、
承
認
を
受
け

れ
ば
そ
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間

と
さ
れ
、
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
3
分
の
1
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
過
去
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
、
免

除
と
な
っ
て
い
た
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
 
 

⑥
読
書
週
間
 

●

1
1月
1
日
困
、
8
日
困
 

9
時
幻
分
、
1
6時
3
0分
 

休
館
日
3
日
田
・
5
日
囲
 

図
書
館
1
階
ロ
ビ
ー
他
 

◇
内
容
 
恒
例
の
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
 

ほ
か
に
、
今
回
は
児
童
用
に
一
日
だ
 

け
「
図
書
館
体
験
ッ
ア

ー
」
を
行
い
 

ま
す
。
 

⑥
図
書
館
体
験

ツ
ア
ー
 

●

1
1月
4
日
回
 
1
0時
5
1
2時
 

◇
対
象
 
小
学
3
年
生
5
6
年
生
ま
で
 

2
0名
限
定
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
3
0日
因
 

※
図
圭
晶
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

  

国
保
年
金
課
内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

保
険
料
の
免
除
と
追
納
 

  

 

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
准
看
護
婦
 

（
士
）の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業

務
に
従
事
し
て
い
る
者
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者
で
、准
看
護
婦

（
士
）
 

の
資
格
を
有
す
る
者
 

⑧
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者
で
、
平
成
1
4年
3
月

准
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業
見
込
み
の
者
 

④
平
成
1
4年
3
月
高
等
学
校
衛
生
看
護

科
を
卒
業
見
込
み
の
者
 

◇
入
学
試
験
 

①
試
験
日
 
平
成
1
4年
1
月
3
1日
困
 

②
試
験
科
目
 
看
護
学
・
英
語
・小
論

文
お
よ
び
面
接
 

⑧
願
書
受
付
期
間
 
1
2月
1
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の
5
1
7
 

日
囲

（当
日
消
印
有
効
）
 

◇
募
集
人
員

◇
修
業
年
限

◇
受
験
資
格

す
る
者
 

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

免
除
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
免
除
を

受
け
ら
れ
な
い
期
間
が
発
生
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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西北中央病院小児科 

西北中央病院小児科荒井宏治先生のワソポイントクリニツク 

腸重積 
～小さな子どもが機嫌が悪くて吐いているのが続いていたら要注意！~ 

昨夜11時頃、当直の先生から1歳の男の子がとても
機嫌が悪いので診てくれないかとの連絡がありまし
た。話を聞いてみると、今朝から吐いていて、近くの
お医者さんにいってお薬をもらったようなのですが、 
機嫌がずっと悪く、吐き気がおさまらないとのこと。 
さっそく診察にでかけました。 

男の子の顔は青ざめていますが、熱はないようです。 
お母さんの話では、時々ギャーと大声で泣くのだそう
です。お腹をさわってみると右の下の張りがありませ
ん。そのかわりその上の方に硬いかたまりがあります。 
看護婦さんに院腸の指示をして、出てきた便をもって
きてもらうと、便に血がまじっていて、イチゴのゼリ 
ーのような便です。さっそく、放射線の技師さんを呼
んで治療にとりかかりました。 
腸重積は主に6カ月くらいから3歳くらいの子ども

がかかるこわい病気です。小さな子どもの腸は動きや
すいので、腸がねじれたり、折れまがってしまったり
しているうちに、前の腸にはまり込んでしまうことで
発病します。そうするとはまり込んだ腸が圧迫され、 
締め付けられるので、血がかよわなくなります。この
病気を我々小児医は絶対見逃してはいけません。なぜ
なら手遅れになると腸が破裂し、うんちが腸から漏れ
て、死んでしまうこともあるからです。でも早く診断
できれば、お尻から放射線でうつる液をつめこんで、 
透視で確認しながら、腸のねじれをすぐ直すことがで
きます。その子も当直の先生がおかしいと思って小児
科の先生を呼んでくれたおかげで、腸をもとにもどす
ことができました。1日だけ入院して様子をみました
が、ミルクをいっぱい飲んでも吐かなく、機嫌もよく
なったのでおうちに帰しました。 

小さな子どもが半日以上、機嫌が悪く吐いているの
が続いている時は、 このような病気があることを思い

出してください。 

津軽金山焼秋の陶器祭り 
津軽金山焼窯業協同組合 

公 (29) 3350・ FAX (27) 3011 
011月3日（祝日） 

10時～ 
・穴窯々出し即売会 

全国でも金山焼だけ！2日間で3基の窯から約 
5,000点の作品が窯出しされます。 

11時～ 
・登り窯々出し即売会 
・ダーツ大会 

お買上げ金額に応じて、金山焼の商品券があた 
るダーツ大会開催！ 

11時～・14時～ 2回実施（両日実施） 
・陶芸教室 

毎回大好評の手作り体験。参加料2,100円から。 
17時～ 
・陶幻郷コンサート 

館山三弦会（津軽三味線） 
長谷川健ジャズクワァルテット 

＠特設食堂 賛珠そば、手作りパン、地場産品 
011月4日（日） 

10時～ 
・大登り窯々出し即売会 
・陶芸ワークショップ 

韓国陶芸家によるデモンストレーション！ 
・ろくろ体験道場 

簡単そうに見えて意外に難しいのが、電動ろく
ろ。粘土のクセを殺す「土殺し」から「成形」 
までチャレンジ！ 
・特別提供品コーナー 

金山焼の選りすぐりを特別価格で提供。（数量限定） 
・お楽しみ抽選会 

お買上げ金額に応じて素敵な金山焼があたる抽選会 
・チャリティーオークション 

窯出しした作品を、ご来場の皆様でセリ落として
いただきます。売上の一部は、社会福祉協議会へ
寄付させていただきます。 

※その他盛りだくさんのイベント、秋の1日を楽しんで
ください！ 

五所川原市役所 公35-2111 平成13年10月15日 	8 



開会式 9時30分 

漆川獅子舞 

演芸大会（老人クラブ） 

子供獅子舞（藻川小） 

ョサコイソーラン（中央小） 

終了予定 16時 

「昨年盛兄だ与観羊野菜くだものとれたて市」 

	・《債】時開催》・ 

第8回ごしょがわら菊まつり 
観光課 内線392 

. 

はつらつ女性課 
内線234・236 

～はいはいできる赤ちゃん大集合～ 
参加者全員に、参加賞、記念写真のプレセン

トあり。上位入賞者には、豪華賞品を用意して

います。 

● 10月28日（日） 

12時40分～13時30分 

◇定員 先着30名 

◇申込締切 10月26日（金） 

◇申込方法 はつらつ女性課に電話 

での申込み（内線234・236) 
※参加者は開始30分前までに会場へお越しください。 

開場 9時30分 

子供獅子舞（松島小） 

演芸大会（JA市婦人部） 

（ゲスト 竹谷美和子） 

赤ちゃんハイハイレース

国民健康保険福引き大会

終了予定 16時 
. 

平
成

1
3年
度
除
排
雪

車
両
運
転
手
募
集
 

土
木
課
管

理
係
内

線
3
0
4
 

五
所
川
原
市
除
排
雪
対
策
本
部
で
 

は
平
成
1
3年
度
除
排
雪
車
両
運
転
手
 

を
募
集
し
ま
す
。
資
格
要
件
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
＼
名
以
内
 

◇
運
転
経
験
年
数
 
グ
レ
ー
ダ
又
は
 

シ
ョ
ベ
ル
運
転
3
年
程
度
 

◇
年
齢
 
市
の
除
雪
経
験
者
は
印
歳
未
 

満
、
未
経
験
者
は
5
5歳
ま
で
 

◇
雇
用
期
間
 
1
2月
1
0日
の
5
1
4年
3
 

月
8
日
岡
 

◇
就
業
時
間
 
8
時
1
5分
5
1
7時
 

（
天候
に
よ
り
変
更
あ
り
）
 

◇
休
憩
時
間
 
1
2時

、
1
3時
 

◇
賃
金
及
び
支
払
い
方
法
 

市
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。
 

◇
応
募
期
間
 
1
0月
1
5日
囲
5
3
1日
困
 

※
採
用
に
つ
い
て
は
1
1月
9
日
国
ま
で
 

に
通
知
し
ま
す
。
 

10月31日（水） 

市（県）民税第3期 

国民健康保険税第4期 

の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

収納課内線431-'--435 
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嗣
屍
ザ
 ロ 

ン
 

毘
沙
門
・
長lI田地
区
住
民

協
議
会
文
化
祭
開
催
 

毘
沙
門
・
長
富
地
区

住
民
協
議

会
事
務
局
 
公
（
鉛）
2
0
1
3
 

第
6
回
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
 
参
加
者
募
集
 

大
会
事
務
局
ス
ポ

ー
ツ
オ
フ
ィ
ス

公
・
F
A
X
(
3
3)
2
4
8
5
 

サ
工
ラ
と
い
っ
し
よ
に
 

一つ
た
っ
て
あ
そ
ぼ
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

容

・
F
A
X
(
3
4)
2
1
7
0
 

●

1
0月
m
日
困
 
受
付
1
0時
1
5分
5
 

公
演
時
間
1
0時
3
0分
5
1
1時
釦
分
 

エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

◇
参
加
料
 
親
子
1
組
 
5
0
0
円
 

（保
険
料
、
お
や
つ
代
）
 

※
親
子
7
5組
限
定
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
お
求
め

く
だ
さ
い
。
 （お
や
こ
劇
場
又
は
エ

ル
ム
s
c
カ
ウ
ン
タ
ー
）
 

3
歳
に
な
った
ら
幼
稚園
へ
 

五
所
川
原
私
立
幼
稚
園
協
会
 

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
3
・
4

・
 

5
歳
児
の
保
護
者
に
は
、幼
稚
園
就
園
 

奨
励
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
 

申
請

・
交
付
は幼
稚
園
を
と
お
し
て
 

手
続
き
で
き
ま
す
。
 

◇
願
書
配
布
 
1
0月
1
5日
の
か
ら
 

◇
願
書
受
付
 
1
1月
1
日
困
か
ら
 

※
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
ヘ
 

・

聖
心
幼
稚
園
 

（末
広
町
。
3
4
12
2
N
N
)
 

・

五
所
川
原
幼
稚
園
 

（唐
笠
柳
。
3
5
5
1
5
0
)
 

・

富
士
幼
稚
園
 

（
み
どり
町
か
3
4
1
7
97
4
)
 

・

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

完
町
雪
3
4
5
0
8
0
)
 

●

1
1月
3
日
田
 
9
時
5
1
8時
 

4
日
同
 
9
時
5
1
5時
 

毘
沙
門
・
長
富コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
 

タ
ー
 

◇
内
容
 
毘
沙
門
小
学校
児
童
作
品
展
、
 

盆
栽
・
山
野
草
・
農
産
物
展
 

※
4
日
午
前
中
は
健
康
相
談
を
実
施
 

飯
詰
秋
ま
つ
り一
一
〇
〇一
に

中
谷
春
光
絵
画
展
 

容
（
3
7)
2
7
0
7
 

飯
詰
地
区
住
民
協
議
会
で
「
飯
詰
秋

ま
つ
り
二
〇
〇
一
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
3
日
田
 
9
時
5
1
7時
 

4
日
回
 
9
時
5
1
6時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
（
飯
 

詰
支
所
）
 

◇
催
し
物
（
3
日
・
4
日
）
 

・

農
林
産
物
販
売
 

・フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット
 

・

中
谷
春
光
絵
画
展
（
飯
詰
出身
、
 

1
5・
1
6回
県
展
「
奨
励
賞
」
受
賞
そ
 

の
後
も
活
躍
中
）
 

・

来
場
者
全
員
に
飯
詰
産
き
の
こ
中
心
 

の
炊
き
込
み
ご飯
無
料
提
供
 

・

4
日
⑧
の
み
 
歩
け歩
け
大
会
 

飯
詰
支
所
か
ら味
噌
ケ
沢
元
野
鳥
の

家
下
駐
車
場
を通
り
毘
沙
門牧
場
を
経

過
し
て
下
岩
崎
に
至り
、支
所
へ
戻
る
。
 

約
9
キ
ロ
。
完
歩
者
に
、粗
品
、
炊
き

込
み
ご
飯
引
換
券
を差
し
上
げ
ま
す
。
 

9
時
飯
詰
支
所
前
受
付
、
9
時
3
0分

出
発
、
雨
天
中
止
。
 

●

1
1月
2
5日
回
 
南
小
学
校
体
育
館

◇
内
容
（
組
別
）
 

・

女
子
の
部
（
女性
の
み
）
 

・

ト
リ
ム
の
部
（
如
歳
ま
で
男
2
名
・

女
2
名
）
 

・

ト
リ
ム
の
部
（
4
1歳
以
上
男
2
名
・
 

女
2
名
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
3
1日
困
 

第
4
回
津
軽
野
盆
栽
展
示
会

五
所
川
原
市
市
民
総
合

文
化
祭
参
加
展
 

津
島
合
o
9
0
(8
4
N
3
)
6
7
6
9
 

●

m
月
1
9・
加
・2
1日
（
金
・
土
・
日）
 

最
終
日
1
8時
ま
で
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

1
1
階
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

◇
主
催
 
津
軽
野
盆栽
会
 

、
 

0
 

1
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図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

詩
人
の
杯
 

「宗
 
左
近
の
本
が
ほ
とん
ど
な
い
の

で
寄
贈
し
ま
す
」
と
い
う
わ
け
で
妬
冊

の
本
が
入
り
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
、
 

当
館
は
一
挙
に県
立
図
書
館
よ
り
宗
左

近
の
本
を
多
く
持
っ
て
い
る
図
書
館
に

な
り
ま
し
た
。
 

「宗
 
左
近
っ
て
詩
人
だ
よ
ね
…
 

」
 

そ
れ
し
か
知
識
の
な
い私
。
登
録
し
て

分
類
し
て
い
く
う
ち
に
な
か
な
か
す
ご

い
人
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
あ
、
詩
人
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
一
流
な
の
で
し
ょ
う
。
ま
っ
た
く
、
 

一
字
も
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
私
も
詩
人

だ
と
知
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。
詩
集

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
した
。
そ
の
上
美

術
評
論
家
で
もあ
る
ら
し
く
「
私
の
西

洋
美
術
鑑
賞
」
、俳
句
に
も
造
詣
が
深

く
現
代
俳
句
の
紹
介
や
ら
、
芭
蕉
の
研

究
。
狂
言
形
式
の
戯
曲
、
随
筆
。
た
だ

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
な
み
な
み

と
つ
が
れ
た
一
杯
目
の
杯
。
 

そ
の
偉
大
な
お
方
は
ど
う
や
ら
、
縄

文
時
代
了
ー
ア
ら
しい
で
す
。こ
れ
が
、
 

一
一
杯
目の
杯
。
「あ
あ
縄
文
」
「新
縄
文
」
 

「縄
文
発
進
」
と
本
の
題
名
や
カ
バ
ー
 

写
真
が
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
縄

文
だ
ら
け
。
縄
文
人
の
末
商
と
し
て
は

親
近
感
の
も
て
る
お
方
ら
し
い
。
ち
ょ
 
 

っ
と
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
す
。
 

そ
し
て
最
後
の
杯
。
「紳
」
と
い
う

題
の
自
伝
ら
し
き
本
。
母
親
の
伝
記
と

し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
詩
人
の

伝
記
で
も
あ
り
ま
す
。
今
時
の
ふ
に
ゃ

ふ
に
ゃ
し
た
親
子
関
係
が
恥
ず
か
し
く

な
る
苦
く
て
悲
し
い
杯
で
す
。
 

せ
っ
か
く
寄
贈
さ
れ
た
本
で
す
。
な

に
か
、
 一
杯
飲ん
で
見
ま
せ
ん
か
？
 

9
月
2
5日
か
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。
 

精
神
保
健
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

講
座
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

公
（
3
4)
2
1
0
8
 

精
神
障
害
者
の
日
常
生
活
援
助
お

よ
び
精
神
保
健
福
祉
関
係
事
業
・
行

事
（
交
流
会
、
デ
イ
ケ
ア
）
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
 

受
講
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
2
日

・
1
6日
・
2
2日
 

1
0時
5
1
4時
釦
分
 

五
所
川
原
保
健
所
 

◇
対
象
 
自
分
の
も
っ
て
い
る
力
を
他
 

の
人
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
 

方
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
（1
0月
加
日
 

ま
で
）
 

r
 

【
 



お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
 

参
加
者
募
集
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 

内
線
2
3
4

・
2
3
6
 

喰
注
活
脂
舞
舞
の
難
 

、
ご
は
ん
な
どの
穀類
を
し
っか
り
と、

 

〇
穀
類
を
毎
食
と
って
、
糖
質
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ

ー
摂
取
を適
正
に
保
ち
ま
し
よう
。
 

〇
日
本
の
気
候
・
風
土
に適
し
て
い
る
米

な
ど
の
穀
類
を
利
用
し
ま
し
よ
う
。
 

	ノ 

鶴常書店 公 (34) 2165 
ラヴポーション 公(34)  2339 
めし処つるつる軒 公(35)  7617 
居酒屋ますた 公 (35) 2397 
酒肴六海亭 公 (33) 0071 

わらび座公演ミュージカル『龍姫』 
ラヴポーション高橋公 (34) 2339 

この物語は、恐ろしい龍の姿に変わったタツコ

に「どんな姿になろうともタツコはタツコだ」と

両手をいっぱい広げて龍に近づく八郎の優しさと

愛情がみなさんの心にポッと灯をともす暖かいミ

ュージカルです。 

● io月24日（水） 

開場18時 開演18時30分 オルテンシア 
◇チケット 指定席5,000円 自由席4,000円 

高校生以下1,000円 

※当日は500円増となります。 

◇チケット販売 
エルムの街案内カウンター公 (33) 6276 

わらび座 

.  
D1 O,24 困器 /芸30 

ふるさと交流圏民センターオルテンシア 

と
芸
《
又
永
わ
ら
 

〔五
所
川
原
俳
句
会
〕
廿
俳
句

廿
 

百
歳
の
母
あ
る
不
思

議
魂
ま
つ
り
 

成
 
田

抱
き
し

嬰

の
息

や
は
ら

か
や
蟹

の
夜
 

成
 
田

規
香

の
張

る
十

三
の
人
や
さ
し
 

山
 
内

盆
火

育
て
長

い
長

い
ト
ン
ネ
ル
で
し

た
 

鳴
 

瀬

尻
と
が

る
牧
舎

の
牛
や
露

そ
だ

つ
 

・

斎
 
藤

爽
涼
と
晴

る
る

岩
木

嶺
男
の
子
生
る
 松

 
宮

山
影
を
遠

く
近

く
に

揚
花
火
 

福
 
士

中
天

の
閣
に

貫
乳

揚
花
火
 

成
 
田
 

露

の
家

母
が
野
良

着
を
掛
け
し

釘
 櫛

 

露
け
し

や
王
は
紅

絹
の

い
く
さ

旗
 山

 
内
 

ヒ
 

千
 
空

市
 
子

清
 
祐

牛
 

角

今

日
子

梗
 
子

美
 

和

房
 
子

麗
 
子
 

わ
が
リ
ハ
ビ

リ
い

つ
ま
で
蕎
麦
の
花

明
り
 

敦
 
賀
 
晴
 

川
 

妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の

友
興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
大
歓
迎

皆
さ
ん
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
1月
1
4日
困
 
1
3時
、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◇
内
容
 

赤
ち
ゃ
ん
を
お
ふ
ろ
に
入
れ
て
み
ま
 

し
よ
う
 

5
簡
単
に
で
き
る
お
ふ
ろ
の
入
れ
方
 

体
験
5
 

◇
講
師
 

福
士
助
産
所
所
長
 福
士
レ
イ
子
先
生
 

◇
料
金
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
開
催
日
前
日
ま
で
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

※
お
子
様
づ
れ
の
方
は
、
託
児
室
を
準
 

備
し
て
い
ま
す
。
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次世代に伝える 

減塩ポイント
メニュー⑤ 

五所』原市食生活改善推進員会  

IE医療当1 

はつらつ女性課内線234・236 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容…病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

新町集会所 10月23日（火） 10:00-12:00 
坂の上集会所 10月24日（水） 1 2:30-' 13:30 

幾島町集会所 10月29日（月） 1 0:00~ 12:00 

毘沙門・長富コミュニテイセンター 11月 4日（日） 10:30--- 12:00 

すくすく健診 
◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間…12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主な内容 

4カ月児 
健診 

平成13年 
6月生まれ 

11月 6 日 

（火） 

小児科診察、身体計測、神経
芽細胞腫検査セット配布、離
乳食試食、育児情報交換等 

1歳6カ月
児健診 

平成12年 
5月生まれ 

11月27日 

（火） 

小児科・歯科診察、歯科保健
指導、身体計測、発達相談等 

3歳児 
健診 

平成10年 
7月生まれ 

11月15日 

（木） 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計測、尿
検査、視聴覚検査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女性課まで
ご連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受
けることができます。 

母と子の相談日 
この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開設日 時 	間 内 	容 

11月 7 日（水） 10:00-12:00 
各月齢での成長、発達、育
児、遊び、栄養（離乳食等） 

11月21日（水） 1 3:00~ 15:00 子育て等の情報交換 

3E21日の午後は電話予約となっています。 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	所 

11月 2 日（金） 
9:30~i 1:30 青森県合同庁舎前 

1 3:30~ 15:30 特別養護老人ホーム青山荘 

11月 5 日（月） 9:30-14:30 働く婦人の家・保健センタ-1階 

ご希望の方は、10月30日まで、はつらつ女性課へご連絡ください。 

月 	日 曜日 医療機関名 所 在 電話 

10月21日 日
  

（医）佑生会 

佐藤内科小児科医院 

五所川原市字

弥生町4-2 
35-4155 

10月28日 日
  

瀬川内科クリニック 
五所川原市松

島町一丁目79 
33-0202 

※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2その他、消防署（救急病院紹介 TEL34-4999）で紹介しますc 

はつらつ女性課 内線237 
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